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令和３年度 沼津駅南口路線バス運行案内デジタルサイネージ設置業務委託 

 

◆設置場所：ＪＲ沼津駅南口改札前（現在「バスのりば案内」が設置してある箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆筐体サイズ：高さ 2.36m×幅 1.08m×奥行 0.22m 

◆ディスプレイ：ＬＧエレクトロニクス・ジャパン社製 75 インチ 

◆コンテンツ：沼津駅南口バスのりば（１番～９番）の路線バス運行案内 

バス事業者（東海バス、伊豆箱根バス、富士急シティバス）が提供・公開する GTFS=JP

データに基づいたリアルタイム運行情報。 

◆設置費については一部国庫補助を活用、残りの設置費および維持管理費（電気料等）については市と

バス事業者両者にて負担 

◆供用開始予定：令和３年 12 月下旬 

◆業務受託者：池田ピアノ運送株式会社 

<イメージ図> 

※デザイン及び表示内容の詳細については調整中 
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令和３年度 沼津市おでかけマップ修正増刷業務委託 

  

◆前回作成時（令和２年３月配付）からの変更などを反映したおでかけマップを製作 

◆路線図については前回同様、スマートフォンやタブレットで閲覧できるよう、位置情報を付して地図

アプリにて公開 

◆サイズは持ち運びしやすい縦長版に改訂し、２万部印刷 

<主な変更内容> 

・乗り場の変更（０番線を１番線へ、１番線乗り場を２番線へ、２番線・３番線を統合し３番線へ） 

  ・２番線（御用邸・伊豆長岡方面）のライン色の変更 

  ・運行減、区間短縮等に対応したラインの変更 

  ・路線の再編 

◆製作代については一部国庫補助を活用、残りの費用を市とバス事業者両者にて負担 

◆配架予定：令和４年４月（４年度運行路線対応） 

◆受託者：株式会社 武揚堂 

 

 

 

<新マップ レイアウトイメージ図> 

仕上がりサイズを 

縦 198mm×横 105mm のポケットサイズ

に変更し、持ち運びが便利に。 

表紙 

・マップの大きさは、現在と同じＡ1サイズ 

・折り方の変更により、掲載情報のレイアウトを一部変更予定。 

・表紙はリニューアルし、新しいデザインに変更予定。 

R1 作成マップ 

（仕上がりＡ4サイズ） 



 

 

令和３年度 大岡地区乗合ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰ（大岡ｺﾐﾀｸ号）実証運行結果について 

 

１ 経緯 

大岡地区連合自治会では、地域の高齢者の買い物や通院など日常の移動手段を確保するため、平成 30 年度

に大岡地区公共交通推進住民協議会を立ち上げ、新たな公共交通について模索してきた。そして、令和３年４

月１日からの半年間、乗合デマンドタクシーの実証運行を実施した。 

 

２ 概 要 

実施主体：大岡地区連合自治会（大岡地区公共交通推進住民協議会） 

運行業者：伊豆箱根交通株式会社（小型タクシーにて運行） 

運行期間：令和３年４月１日（木）から９月 30 日（木）の６ヶ月間（運行日数：79 日） 

対象旅客：大岡地区住民（事前登録制） 

運行エ リア：大岡地区内（84 地点）及び地区外２地点（ｻﾝｳｪﾙぬまづ･ﾌｰﾄﾞｽﾄｱｱｵｷ） 

運  賃：200 円（小学生以下 100 円） 

運行時間：４～６月／火・木・土の９時～17 時台（最大 1 日９便 ※予約時のみ） 

７～９月／火・木・土の８時～17 時台（最大 1 日 10 便 ※予約時のみ） 

 

３ 事業の状況 

◇登録者数：886 名（※大岡地区自治会加入者 19,295 名(R3.4.1 時点)） 

◇運行状況 

 出車数 乗車人数 走行キロ 運行経費 運賃収入 欠損額 

４月 58 台 122 人 183.0 ㎞ 89,890 円 24,000 円 65,890 円 

５月 71 台 131 人 185.6 ㎞ 98,170 円 25,200 円 72,970 円 

６月 80 台 151 人 219.3 ㎞ 115,090 円 28,200 円 86,890 円 

７月 78 台 171 人 219.5 ㎞ 115,450 円 32,500 円 82,950 円 

８月 69 台 112 人 143.2 ㎞ 81,250 円 20,800 円 60,450 円 

９月 74 台 131 人 174.9 ㎞ 94,620 円 25,600 円 69,020 円 

計 430 台 818 人 1,125.5 ㎞ 594,470 円 156,300 円 438,170 円 

平均 5.4 台/日 1.9 人/台 2.61 ㎞/台 1,376 円/台 362 円/台 1,014 円/台 

 

《大岡地区で設定した事業評価のための指標について》 

① 収支率（運行経費に対する利用者負担割合）：約 26.3％  (目標値：25％) 

② 乗合率（一台あたりの乗車人数の平均）：約 1.9 人/台  (目標値：1.2 人/台) 

 

《主な利用の動向》 

・利用者数 126 人 (平均年齢 72.2 歳 男性 30 人(23.8％)、女性 96 人(76.2％))   

・9 時～14時台の利用が多く（予約数全体の約 85％）、16、17 時台は限定的 

・曜日別では火曜日が最も多い（予約数 火曜 278 回、木曜 203 回、土曜 200 回） 

・利用されたバス停数 70 箇所/86 箇所 

西友、フードストアアオキなどの商業施設、きせがわ病院や大岡内科クリニックなどの病院のほか、大岡地

区センター、大岡郵便局、サンウェルぬまづ、消防 20分団(富士町)などの利用が多く見られた。 

・1人あたり平均利用回数：5.4 回（最高利用回数：71 回）／3回以上利用した方の割合：42.1％ 
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４ 利用者アンケートについて 

  地区において利用者を対象にしたアンケート調査を実施し、主に以下のような回答を得られた。 

  対象者数：116 人（8月までに利用のあった方） 回答数：95 人 

  

Q.コミタク号の主な利用目的はなんですか（複数回答可） 

通院 買い物 
家族や 

知人宅訪問 
趣味・娯楽 その他 

52 60 12 19 22 

 

Q.乗車料金（200 円）についてはいかがですか 

安い まあ安い 適当 高い 
58 22 14 1 

61.1％ 23.2％ 14.7％ 1.1% 

 

Q.大岡コミタク号が本格運行されたら利用したいと思いますか 

ぜひ利用したい まあ利用したい 利用したくない わからない 
72 17 0 6 

75.8％ 17.9％ 0％ 6.3％ 

 

 

５ 今後の計画について 

今回の結果やアンケートを踏まえ、持続可能な運行へ向けた利用分析や内容の精査、それを踏まえた実施

の可否判断を行っていく。 

 

 

 

 

  



 

 

令和３年度 ＪＲ沼津駅南口バスターミナルシェルター設置について 

 

◆設置箇所：ＪＲ沼津駅南口９番のりば（片浜・原方面行） 

◆工事内容：シェルター設置工事、石板舗装、石材縁石、アスファルト舗装 

◆施工事業者：丸一工業株式会社 

◆令和３年 11 月４日供用開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

完成 
 

設置前 
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シェルターについては市（まちづくり政策課）が、停留所看板については富士急シティバス（株）が管理を行い

ます。 

その他、ターミナル内バス停を含む市内バス停については、市と事業者が協力の元、計画に位置付けた「わかり

にくさ使いにくさ解消プロジェクト」に基づき、順次環境改善を進めていきます。 
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新型コロナウイルス対策公共交通支援事業について 

 

本市では、新型コロナウイルス感染症の影響を受け利用者が減少し経営状況が悪化している公

共交通事業者に対し、主に地方創生臨時交付金を活用し、下記のとおり補助事業を実施しました。 

 

【感染拡大防止対策】 

①バス・タクシー感染拡大防止支援事業 

バス車両１台２万円、タクシー車両１台１万円を上限として補助金交付 

実施時期 令和２年５月 事業費 5,660,000 円 

 

【利用促進策】 

①宿泊者バス・タクシー利用促進事業 

市内宿泊施設に宿泊した者に対し、１泊につき 500 円のバス・タクシー共通利用券を配布し、

利用実績額を交通事業者に交付 

実施時期 令和２年９月～11 月 事業費 2,531,200 円 

 

②高齢者バス・タクシー利用促進事業（１回目） 

市内在住の 65 歳以上の高齢者に１人につき 3,000 円のバス・タクシー共通利用券を配布し、

利用実績額を交通事業者に交付 

実施時期 令和２年 12 月～令和３年２月 事業費 107,631,733 円 

 

③高齢者バス・タクシー利用促進事業（２回目） 

コロナウイルスワクチン接種にあわせ、市内在住の 65 歳以上の高齢者に１人につき 3,000 円 

のバス・タクシー共通利用券を配布し、利用実績額を交通事業者に交付 

実施時期 令和３年４～９月 事業費 134,632,649 円 

 

【設備導入支援】 

①路線バス利用環境向上設備導入促進事業 

市内バス事業者３社に対し、交通系ＩＣカードシステムやバスロケーションシステムの設備

導入に係る費用を補助 

実施時期 令和２･３年度 事業費 96,126,000 円 

 

【事業継続支援】 

①路線バス動力費補助事業 

令和２年３月１日から同年５月 31 日までの期間における路線バス事業に係る動力費の４分

の３（県補助対象期間は４分の１を補助）を補助 

実施時期 令和２年 12 月 事業費 13,066,000 円 

  

②路線バス運行維持支援事業 

市内を運行する路線バス事業者に対し、令和３年１月 19 日時点において市内を運行する路線

バスの１日当たりの実車走行の総距離（km）に１万円を乗じて得た額を支援金として交付 

実施時期 令和３年３月 事業費 61,603,000 円 

 

新型コロナウイルス対策公共交通支援事業費  合計  421,250,582 円 


